
ＥＳＤ推進における
公民館のマネージメントと

スタッフの能力向上

ESD推進のための公民館－CLC国際会議
第７分科会

岡山市立中央公民館



公民館の位置づけ

学校
図書館公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊岡山市では、行政から独立した教育機関として、学校や図書館、博物館などと同じように公民館が位置づけられている。
＊そのため、行政の部署とは連携する形で事業を進めており、中央公民館が地域にある３６公民館を統括している。



・・・・・・・・・・・・・・

公民館の推進体制

中央公民館

管理係 指導係

地区公民館
（中学校区１館）

地区公民館
（中学校区１館）

３６

・・・・・・・・・・・・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊中学校区にほぼ１館配置しており、全３７公民館。
＊職員は、館長・事業担当２名・夜間の４人と、行政とのパイプ役を担う地域担当職員。
＊公民館の建設や維持・運営に対する国や県の補助はほとんどなく、岡山市の財政で賄われている。
＊中央公民館で３７館分の予算を確保し、年度の初めに配当するものもあれば、修繕など、必要に応じて中央公民館が執行するものもある。
＊中央公民館が、ＥＳＤを柱にした年間の事業方針を策定し、それに地域課題を踏まえた事業展開を、地区館毎に行っている。
＊2005年に公民館がＥＳＤに取り組むことになってから、市長部局のＥＳＤ担当課と中央公民館が協力してＥＳＤ研修を行ってきた。



公民館と職員の役割の変遷

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊もともと「公民館」というのは、戦後に建設が進められた。
　民主主義を根付かせ、終戦後の文化の香り高い地域の復興のため。
＊岡山市でも1970年代～地区公民館の建設が進む中、職員が雇用され、配置された。
　高度経済成長を向かえ、人々の暮らしも立て直され、余暇の時間を使って、より豊かな暮らしを求めるようになった。
　その集う場として、公民館が利用されていった。



公民館と職員の役割の変遷

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊1980年代当時の仕事内容は、電話番と部屋を借りるための受付・貸し出し業務などの簡単な事務仕事。
＊賃金は、民間のパートタイマーの方よりは多かったが、とても一人で家計を支えられるようなものではなく、職員はほぼ全て女性という状態だった。
＊当時の職員のほとんどが、公民館や社会教育についての知識はゼロ。公民館はお花や料理といった習い事をするところというイメージしかなかった。
＊1984年から、公民館職員の意識が変化する。
　職員として一生そこで働くことができると思っていたが、別の館で働く命令が下った。
　このことは人事ではなく、来年は自分かもしれないと、公民館職員全員の問題となり、自分たちは何のために公民館に居るのか、公民館の本来の役割とは？どのような仕事が必要なのかなどを職員集団として考えるようになった。
　ここで遅ればせながら、「社会教育」「公民館」について学ぶことになる。



公民館と職員の役割の変遷

 ポイント：職員自身のエンパワメント

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　職員自身が多くの学習会を行った。
　このころは、仕事の中で研修することが認められておらず、仕事の後や休日などを利用して、職員同士集まって自主的に学習した。
　先進的な公民館の視察に行ったりして、全国から様々な刺激をもらいながら学びあった。
＊職員自身が学びなおしをすることによって、一人ひとりがエンパワメントすることとなった。
＊このことにより、公民館は習い事をするところではなく、生活課題を共に考え活動につなげていく場、自分自身の思いや可能性を実現することのできる場として少しずつ認知され始めた。



公民館と職員の役割の変遷

 ポイント：市民のエンパワメント

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊地域住民のニーズも変化してきた。
　趣味・教養的な活動を主としていた層に加えて、女性が社会参画するための講座へのニーズが増えた。
　活動する市民からも岡山市の各課からも、共に事業に取り組む相手として期待されるようになった。
　「公民館が充実することが、市民の幸せになる」と、職員もその期待に応えるべく切磋琢磨した。



公民館と職員の役割の変遷
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ＥＳＤを公民館で取り組む意味

共通点
学びとつながりを基礎とした豊かな社会づくり
「教える－教えられる」関係ではなく、互いに
学びあう関係性
多様な人々の交流
「学び」と「実践」の繰り返しにより、人々の暮らしを
豊かにし、地域の課題解決を図る
地域住民のエンパワメントとフィードバックの
連鎖による人材育成と地域活性化
人と人、人と団体・機関等を相互につなぎ、
コーディネートすることで、地域のネットワークの
かなめとなる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊中央公民館のリーダーシップ
　女性の社会参画を中心とした学習と活動から、環境問題や子育てなど岡山市全体の課題を分野ごとに取り組む場の提供が公民館の役割となった。
＊さまざまな社会課題・地域課題を解決するための学習と実践の場を提供することが公民館の役割であり、そのために職員同士で研究したり、実践を共有することが中央公民館主導で始まり、研修も行うこととなった。
＊そのときの柱に据えられていたのは、1999年に設置され、2000年に出された公民館検討委員会による答申である。
この中で、これからの岡山市立公民館の目指すべき方向が示されていた。

＊岡山市では、2005年時点で、学校や市民団体、企業、行政など立場や分野の違う人たちが集まりＥＳＤを推進する「岡山ＥＳＤプロジェクト」を立ち上げ、市としてＥＳＤを推進することをこのときに決めた。
＊一方、前述のとおり、岡山市はもともと公民館活動が活発で、公民館が「共生のまちづくり」」を基本方針として、地域づくりの拠点であり、地域課題を見つけ解決していた。
＊この親和性の高さから、公民館を拠点としてＥＳＤを進めることができると判断し、市と公民館が協力してＥＳＤを推進することになった。
＊ＥＳＤを地域の人に知ってもらうためには、まず職員がどう働きかけたらよいかを学ぶ必要があった。
＊そこで、市と公民館が協力しながら公民館職員向けのＥＳＤ研修を継続的に実施してきた。
＊このような取り組みを進める中で、公民館のある意義とＥＳＤの理念に親和性が高いことから、公民館でESDに取り組むこととなった。



研修内容

課 題 研修内容

企画力 ニーズの把握、課題の抽出、マーケ
ティング、分析、立案、評価

参加型の事業展開 拝聴型を参加型にするプログラム

デザイン、参加型の手法、会議運営、
場のつくり方

テーマと地域をつなげる

協働を促進する

ＥＳＤコーディネーターの役割、視点

職員はコーディネーターとして、

地域住民が自ら変容する力をつける そのための力
をつける必要がある。
そのための研修を10年間行った。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊その頃の公民館では、これからの公民館ビジョンや職員の進むべき方向性は明確に出されていたが、具体的にどう進めていけばよいかを試行錯誤していた。
＊そこで、ＥＳＤ推進としても大切な基礎力をメインに置いた研修を実施した。
例えば、「ジェンダーについて考える」というテーマでの講座を話を聞くという受身型からみんなで意見を出し合ってその課題を解決するためにどうすれば良いかを考える主体的な学びの場づくりなど。




研修内容

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊ＥＳＤを地域住民に実践してもらうためには、まず職員が理解することから出発。
＊公民館というところは、もともと市民が自ら学ぶ場として設置されたもので、子どもから大人まで地域のさまざまな人々が利用する。
＊公民館職員は彼らを支援する学びのコーディネーターの役割をもっているので、ＥＳＤをどう理解し、どう取り入れていくか。
＊公民館では、以前から環境や国際理解などＥＳＤに通じるテーマの講座をいろいろ行っていたので、さらに何をすればよいのか、職員は戸惑った。
＊まずは、「ＥＳＤはつながりの再構築」ということを各自が腹落ちするまで、様々な研修をおこなった。
＊学習の場を「拝聴型」から「参加型」にすることや、多様な人たちが意見を言い合えるような水平な意見交換の場を作るなど、個人の学びで終わらず、地域課題の解決や社会参画につなげるための作法や考え方を学びあいました。
＊それまで、テーマごとに分断して考えたり取り組んできたことをつなげて考えることになった。
＊また、どうしても「地域の問題は地域で」となりがちだった取り組みを、他組織とも連携し、異なる立場の人を巻き込む「協働」という枠組みも取り入れることで、地域課題の解決へのアプローチ方法がひろがった。
＊それまで、講座という公民館の中での活動にとどまっていたものも、外へ出て行く広がりの必要性を実感し、そのために、職員が地域のコーディネーターである必要が見いだされた。
＊そこで、ＥＳＤの視点をもったコーディネーターの研修を行うことになりました。
＊他団体やＮＰＯとの連携が必要　なので、一緒に研修したりもした。



まとめ

• 「地域」⇒グローバルな視点を持った地域
支援

• 「地域が自立的に持続する」ための学び

• 場の提供と、それを職員が支える。そのた
めには、職員も学び続けることが必要。

• 異動のある職員は、公民館のある地域に
風を吹かせる存在でありたい！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊職員は地域の学びのコーディネーターであり、一緒に学び続けることが必要。
＊地域の課題にどうアプローチするか、どう深めていくかを考える。
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